
町史編 だん よさ り

　

安
原
集
落
は
、
北
東
に
津
地
、

南
西
に
下
榎
の
各
集
落
が
連
な

り
、
日
野
川
左
岸
の
段
丘
に
位

置
す
る
山
す
そ
の
集
落
で
、
日

野
川
と
の
間
に
水
田
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
川
沿
い
に
Ｊ
Ｒ
伯

備
線
、
町
道
下
黒
坂
線
が
並
行

し
、
右
岸
の
国
道
１
８
０
号
か

ら
は
、
日
野
川
に
架
か
る
安
原

橋
を
渡
っ
て
集
落
に
入
り
ま
す
。

　

集
落
で
は
、「
御
日
待
講
」
が
、

毎
年
1
月
18
日
に
、
氏
子
年
番

に
よ
る
日
待
ち
宿
で
開
か
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
域
の
人

た
ち
の
安
全
や
健
康
、
五
穀
豊

穣
を
祈
る
神
事
で
、
2
０
０
年

以
上
も
前
か
ら
延
々
と
現
在
ま

で
続
い
て
い
ま
す
。
昔
は
三
日

三
晩
、
宴
が
続
き
、
み
ん
な
が

と
こ
と
ん
語
り
あ
い
、
人
々
の

き
ず
な
が
深
ま
っ
た
と
い
い
ま

す
。
そ
の
年
の
出
来
事
な
ど
を

記
録
し
た
「
御
日
待
張
」
が
、

大
切
に
保
管
継
承
さ
れ
て
お
り
、

古
く
は
文
化
6
（
１
８
０
９
）

年
の
年
号
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、

絵
な
ど
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
4
年
に
一
度
の

「
閏
う
る
う
こ
う講
」
も
、
に
ぎ
や
か
に
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
後
、
集
落
の
山
手
を
少
し
上

が
っ
た
と
こ
ろ
に
み
ん
な
で
雑
木

林
を
開
墾
し
、
2
㌶
ほ
ど
の
畑
を

整
備
。
そ
こ
で
葉
タ
バ
コ
を
栽
培

し
、
昭
和
36
年
に
は
日
野
村
（
当

時
）
一
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

当
時
、
葉
た
ば
こ
と
並
ん
で
和
牛

飼
育
に
も
力
を
入
れ
ま
し
た
。
全

戸
が
成
牛
2
頭
以
上
を
飼
い
、
和

牛
改
良
組
合
を
結
成
し
、
力
を
合

わ
せ
て
優
良
牛
の
改
良
に
努
め
、

品
評
会
や
子
牛
の
競
り
市
で
は
好

成
績
を
収
め
ま
し
た
。
そ
の
実
力

を
物
語
る
表
彰
状
や
ト
ロ
フ
ィ
ー

が
集
会
所
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

安
原
地
内
に
は
、
牧
畜
の
神

様
、
荒
神
さ
ん
の
社
が
あ
り
、

毎
年
、
荒
神
祭
も
開
か
れ
て
い

ま
す
。
昔
は
、
こ
の
日
、
安
原

集
会
所
（
当
時
は
共
同
作
業
所
）

の
前
で
、
地
区
の
品
評
会
を
開

い
た
と
い
い
、
今
も
牛
を
つ
な

ぐ
鉄
輪
が
残
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
盛
ん
だ
っ
た
和
牛
飼
育

も
、
高
齢
化
な
ど
に
伴
い
、
平

成
20
年
ご
ろ
に
は
飼
育
農
家
が

見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

世
帯
・
人
口
は
、
昭
和
35
年

22
戸
（
1
２
０
人
）
が
、
平
成

27
年
に
は
18
戸
（
56
人
）
と
小

さ
な
集
落
で
す
が
、
ま
と
ま
り

が
良
く
、
夏
祭
り
や
運
動
会
（
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
）、
敬

老
会
な
ど
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

昭
和
62
年
に
は
、
老
人
会
が
地

区
を
見
下
ろ
す
林
道
沿
い
に
桜

を
植
樹
。
近
年
で
は
、
休
耕
畑

に
ヒ
マ
ワ
リ
を
植
え
て
迷
路
を

作
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
向
き
で
日
当
た
り

が
良
く
、
日
野
川
沿
い
に
開
け

た
四
季
の
景
色
が
美
し
い
環
境

に
恵
ま
れ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

特
に
、
荒
神
さ
ん
社
付
近
に
あ

る
、
花
も
木
の
形
も
良
い
と
い

う
桜
の
巨
木
が
自
慢
の
一
つ
。

ま
た
、
夫
婦
の
よ
う
に
寄
り
添

う
2
本
の
シ
ュ
ロ
の
古
木
、
Ｎ

字
型
に
曲
が
っ
た
「
ど
根
性
栗

の
木
」
も
あ
り
、
集
落
の
上
の

杉
林
で
は
、
初
夏
に
無
数
の
ヒ

メ
ボ
タ
ル
が
、
ま
ば
ゆ
い
ほ
ど

の
光
を
放
つ
と
い
い
ま
す
。
目

の
前
の
日
野
川
で
は
、
子
ど
も

の
こ
ろ
か
ら
川
に
親
し
み
、
ア

ユ
釣
り
名
人
も
育
っ
て
い
ま
す
。

　
「
安
原
の
自
然
を
、
観
光
名
勝

と
し
て
、
金
持
神
社
に
訪
れ
る
人

に
も
紹
介
し
た
い
」「
集
落
は
ま

と
ま
り
が
よ
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
行

事
や
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

こ
れ
が
継
続
す
る
よ
う
な
地
域
づ

く
り
を
し
た
い
」
と
、
将
来
へ
の

思
い
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

（
松
本
利
秋
＝
政
治
・
行
政
・
教

育
小
委
員
会
）

第 30 回

『個性を生かした地域づくり・安原地区』
～「じげの宝」シリーズｖｏｌ. １8 ～

地域の特徴や活動、行事、祭り、昔話、自慢などを紹介します。

日野町史編さん室（ TEL ７２－０３４１）

桜
の
巨
木
や
ヒ
メ
ボ
タ
ル
を

新
た
な
観
光
名
勝
に

葉
た
ば
こ
の
栽
培
や

和
牛
飼
育
も
盛
ん
に

２
０
０
年
以
上
続
く

「
御
日
待
講
」

▲閏講では演芸も披露されにぎやかに

【写真】自然景観が魅力の安原集落（全景）

▲現在も記録が続く「御日待帳」

▲戦後、農地解放が進み、住民総出で畑を開墾
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　徳島県の山深い集落で暮らす廣川さん一家。食べものは、自然農法で作っ
た野菜や、山や川で獲ってきた野生動物。電気や機械は極力使わず、ガスに
いたっては一切使わない。料理は全て薪ストーブ、お風呂は露天の五右衛門
風呂。時短とは無縁の、手間ひまかけた田舎暮らし。命と向き合い、自然と
ともに生きる家族の物語です。
　本の中で、あゆみさん（あゆみん）は言います。「命って、ほかの誰かの責
任じゃないし、わたしのものでもない。狩猟生活でたくさんの命を奪って生
きて初めて、わたしも大きな輪の中にいることを実感したの」。
　生と死、食べること、生きること、本当の豊かさについて大きく価値観を
揺さぶられ、深く考えさせられました。食べることは、生きること。これか
らの人生の指針になりそうな、この本に出会えたことに感謝したいです。

『あゆみんとスー』
廣川あゆみ　廣川進　著　/　主婦と生活者

　授業で短歌を習った時には、難しくて苦手でした。でも、大人になってから
よく歌集を手に取るようになりました。
　『サラダ記念日』は1987 年に発行された俵万智さん初の歌集です。その後、
驚異のベストセラーとなり、題名を覚えている方も多いのではないでしょうか？
　使われているのは、５・７・５・７・７の 31文字。たったそれだけなのに、
何気ない日常が俵さんの言葉によりくっきりと浮かびあがり、愛おしい瞬間に
変わっています。
　日本語の面白さや奥深さを感じつつ、切なかったり嬉しかったりさせられる
恋愛小説のような1冊です。
「いつもより一分早く駅に着く　一分君のこと考える」
「エビフライ　君のしっぽと吾のしっぽ並べて出でて来し洋食屋」

『サラダ記念日』
俵  万智　著　/　河出書房新社

【日野町図書館  おすすめの 1 冊コーナー】

読んでみならんかな～

飯塚  愛香 濵岡  文香×
今回紹介してくれたのは、保育所と小中学校で学校司書として働くこの 2 人

職員が勝手に
ススメる１冊♪　

"今読みたい本〟が
　　 見つかるカモ!?

My 
favarite!

飯塚  愛香

pick up!
濵岡  文香

根雨小学校と黒坂小学校で学校司書を
しています。どちらもパワフルな子た
ちばかりです。私もそのパワーに負け
ないよう、日々頑張っています。

本好きな子どもたち、大歓迎！

〝図書館の守り人〟

日野中学校とひのっこ保育所で図書の
貸し出しや選書などをしています。本
の魅力が伝えられるよう、日々精進中
です。よろしくお願いします。

新たな本と出会いたいなら…

図書館へ行こう♪


